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はじめに 

 

先端エネルギー材料理工共創研究センター(E-IMR)は、前身である低炭素社会基盤材料融合

研究センター(LC-IMR)を発展的に改組して平成 27 年 4 月に発足致しました。 

クリーンで経済的な持続的社会を実現するためには、エネルギー変換や物質輸送において高

い効率や性能を示す先端材料の開発が不可欠です。本センターでは、理学と工学とを融合した

「理工共創」の研究を強力に推進することにより、スピン、電子、イオン、ホール、フォトン等の多様

なキャリアを原子レベルで制御した先端エネルギー材料を創成します。理工共創研究のため、理

学系および工学系研究者が新たな研究部門を構成していることも特徴です。このような取り組みに

より、エネルギー材料分野での研究フロンティアを開拓して世界最高水準の材料研究を推進する

とともに、異分野融合に関する高度な研究能力をもつ若手人材の育成にも努めます。 

具体的な研究部とそれぞれの研究ターゲットは以下の通りです。 

１） スピンエネルギー材料研究部では、新概念の変換機能を持つエネルギー材料の実現を目指し

て、スピン流を介したエネルギー変換に関する学理を追求し、変換効率が高く経済性・耐久性

にも優れたエネルギー材料の創成に取り組み、将来の創エネ・省エネ社会の構築に貢献しま

す。 

２） イオンエネルギー材料研究部では、高性能・高機能な全固体二次電池や多機能型二次電池

の実現に向けて、イオン輸送と化学エネルギー変換における学理を追求して新規な固体電解

質と電極材料の開発に取り組み、新しい電池がもたらす快適な社会の構築に貢献します。 

３） 光エネルギー材料研究部では、より多くの電気エネルギーを得ることのできる低コスト・高効率

太陽電池の実現を目指して、シリコン多結晶の融液成長や薄膜成長に関する新しい学理と結

晶成長技術の確立を理工共創で取り組み、太陽の光エネルギーを最大限に利用する創エネ

社会の発展に貢献します。 

４） 材料プロセス・社会実装研究部では、本センターの研究成果である先端エネルギー材料の早

期の社会実装を目指し、高い性能と品質を持ち経済性に優れた材料を製造する材料プロセス

研究と、エネルギー材料の性能評価手法の開発、材料・デバイスの性能実証に取り組み、先端

エネルギー材料を基盤とした新しいエネルギーシステムの構築に貢献します。 

平成２９年度は、若手研究者を対象としたエネルギー材料萌芽研究助成制度を設け、２つの課

題を実施しました。複数研究部門の若手研究者が共創しエネルギー材料の萌芽を目指した新た

な仕組みです。今後も、「高効率エネルギー変換・高速輸送現象の実現に向けた新しい学理の構

築」、「社会実装を目指した材料創製の指導原理の確立」、そして「理工共創研究による新しい研

究能力を持った人材の育成」を目標として取り組んで参ります。本センターの今後の活動にご期待

下さい。 

 

平成 30 年 9 月 

先端エネルギー材料理工共創研究センター  

センター長 折茂 慎一 
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２．研究成果報告
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２−１．スピンエネルギー材料研究部 
 
構成員 教 授：Gerrit	Ernst-Wilhelm	Bauer，高梨	弘毅（兼）	

	准教授：水口	将輝	

	助 教：井口	亮（兼：平成 29 年 4月まで）	

	産学官連携研究員：Himanshu	Sharma，教育研究支援者：Sheng	Peng	
 
 
【平成 29 年度の成果概要】 

図 1: γ’型 Fe4N 薄膜におけるネル

ンスト電圧の磁場依存性。 
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【平成 30 年度以降の計画】 

 

 

【論文リスト】 
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図 2: コバルト微粒子を含有したグラ

ニュラー薄膜におけるネルンスト角

の Co 濃度依存性。 
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【国内会議】 

 

 

 

 

 

	

【国際会議招待講演】 
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２−２．イオンエネルギー材料研究部 
 
構成員 教	 授：宮坂	 等（兼）	

	准教授：高木	成幸	

	助	 教：Kim	Sangryun（兼） 
 
【平成 29 年度の成果概要】 

リチウムイオン電池を用いた可逆磁気変換（宮坂） 

	

 

高水素配位錯イオンの創製と新たな固体イオニクスの開拓（高木）：	

	

	

錯体水素化物のリチウムイオン伝導機構解明と材料開拓

（Kim）： 

	

 
図１．テトラオキソレンの酸化還元スキーム(a)
と CrIII–MnII テトラオキソレン錯体の充放電過

程におけるスピン配置． 

 
図２．水素 8 配位錯イオン[OsH8]

2-を含む錯

体水素化物 Cs3OsH9 の結晶構造と錯イオン

の配位構造. 
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【平成 30 年度以降の計画】 

リチウムイオン電池を用いた可逆磁気変換（宮坂） 

・ 

・ 
 

高水素配位錯イオンの創製と新たな固体イオニクスの開拓（高木）：	

・ 

・ 
	

錯体水素化物のリチウムイオン伝導機構解明と材料開拓（Kim）： 

・ 

・ 
	

 

【論文リスト】 
 

 

 

 

 

 

 
図 3．籠状クラスター型アニオンを含む錯体

水素化物における原子欠損導入前後のイオ

ン伝導率のアレニウスプロット. 
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【国内会議】 
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【国際会議招待講演】 
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２−３．光エネルギー材料研究部 
 
構成員 教	 授：藤原	航三	

	准教授：木口	賢紀（兼）	

	助	 教：沓掛	健太郎（兼：平成 29 年 10 月まで） 
 
【平成 29年度の成果概要】 

Si の融液成長メカニズムの基礎研究 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

  

 
図 1 固液界面における結晶粒界の衝
突過程の直接観察結果。 
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図 2 図 1 の観察領域の方位解析結果。 
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ベンチャー企業の設立 

【平成 30年度以降の計画】 

Si 多結晶の融液成長メカニズムの研究 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	
高品質 Si 多結晶インゴットの成長技術開発 

【論文リスト】 
 

 
図 3 結晶粒界三重点（亜粒界を含む）の TEM観察。 
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【国内会議】 
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【国際会議招待講演】	
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２−４．材料プロセス・社会実装研究部 
 
構成員 教	 授：加藤	秀実，	 特任教授：河野	龍興	

	准教授：Rodion	Vladimirovich	Belosludov	

	産学官連携研究員：江口	和輝 
 
【平成 29 年度の成果概要】 

ナノポーラス Si と LiBH4 を用いた全固体 Li 二次電池負極開発 

 

多孔質金属を有機金属構造体（MOF）で修飾したハイブリッド水素吸蔵材料の開発 

強磁性ポーラス金属を利用した熱電デバイス開発 

防災対応エネルギーマネジメントの開発・試験運用開始 

熱力学特性のアモルファス固体氷中の計算研究 
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2 成分ガス包接水和物に基づく水素貯蔵の計算研究 

	

	

【平成 30 年度以降の計画】 

─ 32 ─



 

 33 

【論文リスト】 
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【国内会議】 
 加藤	秀実，金属

 

3. 
180319-20180321.	

	

【国際会議招待講演】	
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３．平成２９年度エネルギー材料

萌芽研究助成成果概要 
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３−１．分子性磁性膜を基盤とした新規磁気スイッチング材料の開発 
 
 
研究者名： 関根	 良博（錯体物性化学研究部門・助教）	

	 谷川	 智之（電子材料物性学研究部門・講師）	

 
１．目的 
 

 
２．主要成果の概要 

Ø 

Ø 

 
３．成果公表状況 
【論文リスト】 

 

 
【国内会議等】 
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３−２．実施課題名：金属コア/酸・硫化物シェル構造を有する共連続ナノ多孔体の開発
とその多価金属二次電池正極への応用 

 
 
研究者名： 和田 武（非平衡物質工学研究部門・准教授）	

	 谷村 洋（生体材料学研究部門・助教）	

	 金	相侖 （水素機能材料工学研究部門・助教）	

 
１．目的 
 

 
２．主要成果の概要 

Ø 

Ø 

Ø 

 
３．成果公表状況 
【国内会議等】 
1. 金相侖，外山直樹， ，佐藤豊人，髙木成幸，池庄司民夫，折茂慎一，クラスタ

ーアニオン型錯体水素化物の結晶構造とリチウムイオン伝導特性，日本金属学会 2017

年秋季（第 161 回）講演大会	S8.10	

2. 和田	 武，Pierre-Antoine	GESLIN，加藤秀実，二段階金属溶湯脱合金化による階層構

造ポーラス金属の作製,	日本金属学会 2018 年春期講演大会	S6.10	
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４．新聞発表等 
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４−１．プレスリリース 
【スピンエネルギー材料研究部】 

 
【光エネルギー材料研究部】 

 
 

４−２．新聞掲載，テレビ出演等 
【イオンエネルギー材料研究部】 

 
【光エネルギー材料研究部】 

 
【材料プロセス・社会実装研究部】 
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５．外部研究資金 
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５−１．科学研究費補助金 
【スピンエネルギー材料研究部】 

 
 
【イオンエネルギー材料研究部】 

 
 
【光エネルギー材料研究部】 
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【材料プロセス・社会実装研究部】 

 
 
５−２．科学研究費補助金以外の外部資金 

【スピンエネルギー材料研究部】 
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【イオンエネルギー材料研究部】 

 

 

【光エネルギー材料研究部】 

 

 

【材料プロセス・社会実装研究部】 
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６．特許 
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６−１．特許リスト 
【スピンエネルギー材料研究部】 

 

 

【イオンエネルギー材料研究部】 

 

 

【光エネルギー材料研究部】 
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７．主催した会議・研究会・

ワークショップ 
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７−１．先端エネルギー材料理工共創センター第３回ワークショップ 
 
日時： 平成２９年１２月１５日（金） 
場所： 金属材料研究所講堂 

 
【基調講演】 

 
【E-IMR 研究発表】 
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８．職員及び運営委員名簿 
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平成２９年度 先端エネルギー材料理工共創研究センター名簿 
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平成２９年度 先端エネルギー材料理工共創研究センター運営委員会委員 
 

組織（先端エネルギー材料理工共創研究センター内規第５条）：委員長及び次の各号に掲

げる委員 

（１） 研究所（センターを除く。）の教授又は准教授 若干人 

（２） センターの教授又は准教授 若干人 

（３） 研究所の事務部長 

（４） その他委員長が必要と認めた者 若干人 

 平成 29 年 4 月 1 日現在 

所属 職名 氏名 任期 備考 

金属材料研究所 センター長 折茂 慎一   委員長 

金属材料研究所 所 長 高梨 弘毅 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 今野 豊彦 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 古原 忠 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 宮坂 等 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 加藤 秀実 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 齊藤 英治 29.4.1-31.3.31 ５条１号 

金属材料研究所 教 授 
Gerrit Ernst-

Wilhelm Bauer 
  ５条２号 

金属材料研究所 教 授 藤原 航三   ５条２号 

金属材料研究所 准教授 水口 将輝   ５条２号 

金属材料研究所 
特任教授（研究 

企画・運営担当） 
湯本 道明 29.4.1-31.3.31 ５条４号 

金属材料研究所 特任教授（研究） 河野 龍興 29.4.1-31.3.31 ５条４号 

金属材料研究所 事務部長 髙橋 嘉典   ５条３号 
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平成 30 年 9 月発行
発行者　東北大学　金属材料研究所
                 先端エネルギー材料理工共創研究センター　

　　　　〒980-8577　
　　　　宮城県仙台市青葉区片平２－１－１
TEL　　  ０２２－２１５－２０７２
FAX　　 ０２２－２１５－２０７３
E-Mail　  e-imr@imr.tohoku.ac.jp                 
URL　　 http://www.e-imr.imr.tohoku.ac.jp/ 
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